
 

 
  
 
各事業所における意思決定支援の取り組みを 
シリーズ化し、紹介しています。 
今回は「蓮の音こども園」の取り組みを紹介します。 

 

 「伝えたい！！」を 
    広げていくために 

子どもたちは、生活の中でまだ言葉にならない思

いや願いを、表情やしぐさ、声の調子と言った小

さなサインで教えてくれます。私たちはそのサイ

ンに気づき、受け止めることで「伝えたい」とい

う気持ちの芽を支えたいと思っていますが、同時

に子どもたちからも沢山のことを学んでいます。

今回は子どもたちの、からだをめいっぱい使った

「伝えたい！！」気持ちのエピソードをお届けし

たいと思います。 
 
Ａさんは、今は、大人と安心して過ごすことを中

心にしながら“楽しい”の経験を沢山重ねていま

す。Ａさんの“楽しい”を見つけるために、大人

とのふれあい遊びに誘ってみました！ 

まずは、やさしいくすぐり遊びをしてみると、あ

まり表情や身体の変化はありませんでした。 

ですが、遊びのやり方を変え、大きな動きで身体

をくすぐってみたところ…！？表情や身体の動き

を見ていると、口元が緩み笑顔が見られたり、声

が出たり…。笑顔が見られる時は、身体の緊張も

少しほぐれ、安心し楽しんでいるのではないかと

私たちは考えます。二回目のくすぐり遊びも緊張

感はなく笑顔が見られました。ふれあい遊びの違

いで、口元が緩んだり、声が出たりなど、ダイナ

ミックなくすぐり遊びが好きという気持ちをしっ

かり伝えてくれたエピソードでした❤ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんは、ジェスチャーやクレーン行動(大人の

手を持って誘導して、指さし、触らせること)で気

持ちを伝えてくれますが、設定された中でやりた

い遊びを聞かれた時に全部“やらない”という選

択をしていました。やらないの選択をしていた時

に違うおもちゃを出すと“これこれ！”といった

ように遊び始めました。そのことから、Ｂさんの

中には本当はやりたいものがあることに気が付き

ました。 

そこで、Ｂさんにとって分かりやすい伝え方を考え

ました。Ｂさんは大人の真似っこがとても上手❤ 

身体を動かすことやダンスが大好きです。Ｂさん

の強みをヒントに得て、おもちゃをやる時にジェ

スチャーもつけて繰り返し伝えてみました。 

すると、やりたいものをジェスチャーで伝えてく

れるように！ 

Ｂさんは自分で選んだおままごとで今日も元気に

遊んでいます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは「意志表出」「意志形成」「意志表明」

「意志実現」において、一人ひとりの段階を大切

にし、子どもたちが安心して自分の思いを表現で

きるように、お手伝いできたらいいなと思ってい

ます。思いが形になる喜びや、自分らしく表せた

ときのキラキラな目や安心した表情を目の前で見

せてもらうことは、私たち支援者にとっても大切

な気づきとなります。これからも子どもたちが伝

えようとしてくれているサインを大切にしなが

ら、「伝えたい」「うれしい」「もっとやりたい」を

広げていきたいです。 
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♪いっぽんばし

こちょこちょ！ 

おままごとやりたい！ 

何して遊ぶ？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ともいき宝池慈光での夏祭りの様子を紹介します。 

今年の夏祭りは、ともいき宝池和順と合同で行われました。 

その様子をご紹介したいと思います。 

＜開会式＞ 
ともいき宝池慈光に集まって、皆で開会式。 

慈光・和順全員集まるとちょっと狭い。 

早く新しい建物が完成してほしいな。 

＜スイカ割り＞ 
慈光の夏祭りと言えばスイカ割り。周りの皆から

沢山の声援が飛んで、盛り上がりました。 

午後のおやつに沢山いただきました。 

＜ワークショップ＞ 
匂い袋作成、アイロンビーズのキーホルダー作成、

プラバン作成の３種類から、自分が作りたい物を

選んで作りました。 

＜魚釣りゲーム＞ 
創作の時間に皆で作った魚を使った魚釣りゲーム。

沢山の魚を釣り上げ大漁・大漁。 

＜割り箸鉄砲＞ 
昔なつかしい割り箸鉄砲。 

狙って狙って、的に当てられるかな。 ＜ストラックアウト＞ 
何番に当てられるかな。集中・集中。 



 
 

 

 
 

連日の猛暑が異常気象を実感させ疲弊します。本

年度の連載も僅かになってきましたので、今回は筆

者が入職して間もない昭和 50年代の昔話にお付き

合いください。 

当時は民間社会福祉施設職員交流研修事業とい

う研修のシステムがありました。私は児童養護施設

の「三帰寮」、精神薄弱児収容施設（当時）の「軽

井沢治育園」そして県立コロニーの「西駒郷」の三

か所に派遣、参加をしました。長野市にある「三帰

寮」を選んだのは実家からバスで通える位置にあっ

たという交通の便と、幼少時より知っていた名前の

施設であり、関心を持っていたことによります。印

象的だったのは誠に不機嫌な表情で施設概要を私

の座ったテーブルに投げつけてよこした園長の態

度でした。ウエルカムでは決してなかったようです。

しかし、住吉寮の斎藤誠司さんと長野大学の同期生

だという主任の先生に温かい言葉をかけて頂き、終

日ご指導いただくことが出来ました。なかでも食事

の時の「かっちん(いただきますの合図の拍子木)」

は今も忘れられない響きで心に残っています。 

「軽井沢治育園」は、太平洋戦争の時に戦闘機乗

りだった後藤精一先生が戦後に開設された施設で、

長野県でも最古参の施設です。私は入職時に横内静

雄名誉会長に引率されて、千葉県の県立コロニーで

ある「袖ケ浦福祉センター」と東京の「弘済学園」

の見学に参加し、そこで治育園の川島先生や小沼先

生といった先駆的な実践者にお会いすることがで

き、ひそかな憧れを抱くに至っていました。治育園

ではお正月に向けて版画の手作りカレンダーを製

作しており、その現場を詳しく見させて頂きました。

入所している児童は障害のあり様や程度もまちま

ちで、広いお部屋に集団で就寝していました。私も

寝起きを共にしましたが、児童の様子が肌身を通じ

て分かる研修となりました。私が『明照会百年史』

をお届けに上がった時には、知ったお名前の職員さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んはすでに皆無で、時の移り変わりの速さに驚きの

感情を禁じえませんでした。 

「長野県西駒郷」では更生訓練部に配属され、入

浴や食事の支援を通じて入所者の皆さんの様子を

伺い知ることが出来ました。入所者数も多いので、

入浴は流れ作業といった印象を持ちました。食事は

給食棟から各部所に運搬車両で搬送されて来ます。

あの日に出されたお刺身はまだ凍っていました。私

は動きが落ち着かず、食事用エプロンをしている男

性の方の食事介助を経験したのですが、思うように

は口に運んでくれずエプロンも取ってしまうよう

な状況でした。その時、すぐそばにいた男性の職員

が対応したのですが明らかに不適切な対応でした。

ここで受けたショックは自分自身の心の痛みとな

って今も続いています。しかし救われたのは、後に

駒ケ根悠生寮を立ち上げ初代園長に就任した山崎

調一先生から音楽療法の有効性などのお話を伺っ

たり、県下の施設でも著名な指導者に直に触れるこ

とが出来たことでした。 

この事業は元気回復事業へと鞍替えし、それすら

既に過去のものとなりました。 

人を育てるという事はこのような他流試合に出

す事ばかりが有効だとは思いませんが、他の事業所

や職員と交流を重ねていくとこは職業人としての

基盤形成にもつながると思います。昨今の経験では、

上小地域のグループホーム担当者会を担った時に、

世話人の交流会を再開しました。丸子の生田にある

信州国際音楽村入口に「花風里」という当時は丸子

福祉会の経営するレストラン（現在は丸子物産館

「花風里」）があり、食事を囲みながら体験や経験

の交流を行ないました。世話人が職場を越えて集う

という事はたやすいことではありませんが、生きた

経験交流の機会になったと今でも自負しています。 

会長から「脚下照顧」というお話を伺ったことが

あります。脱いだ履き物はそろえなさい。自分の足

元はしっかりと見なさいという意味です。いつであ

っても足元をしっかり見つめ、踏まえながら今を大

切に職務に精励してほしいと自戒を込めて思って

います。 

 

道標（みちしるべ） 
グループホーム職員 木下文夫 

     

【ランチ情報～♪♪】 

その１ ９月から登場…ナシゴレン！！        その２ 久しぶり復活…アボガドチキンプールサンド！ 

 ☆ 人気出ること間違いなしっ！！売り切れごめんっ！   ☆ 体力落ちてくるこの時期に最適！！ 
 

その 3 キッシュランチがボリュームアップ！！ 

 ☆ マッシュポテトは、月影・住吉産☆★   【おまちしております】 
 

※ ランチ・パン・ケーキ等一部商品が、お盆明けから値上げしております。 

   ご理解・ご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

味遊カフェニュース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      年度も半年を過ぎ、新任の皆さんも現場に慣れましたでしょうか？ 

      今月号に「伝えたい！！」・・の記事があり、明照会ニュースの原点を 

      想起させられました。今号には QRコードが 2つあります。 

      是非クリックしてみてください。  （瀧澤） 

 

  
 

https://ueda-mei 
shoukai.or.jp/ 

市村さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･ 

『事務局の 小林 鉄平 さん』です。よろしくお願いします！ 

 

前回の「ともいき宝池慈光 清住 ふみ江さん」からバトンを 

受け取ったのは「ともいき宝池和順 市村 忠寛さん」です。 

リレーコラム 
♡ 癒しのじ・か・ん 

♡ 

ともいきライフ住吉 西澤 れん 

 今回は、コーヒー好きの私から、コーヒーの 

品種のひとつを紹介したいと思います。 

皆さん、「ゲイシャ」と呼ばれるコーヒーを 

聞いたことありますか？ 

ゲイシャとは、コーヒーの種類の名前（品種名）で、とっても希

少なコーヒーで、お店にはほとんど出まわっておらず、常に高い

値段で取引されているスペシャルティコーヒーです。 

 エチオピアのゲシャという地域で発見され、ゲイシャと名づ

けられました。2004年に、パナマのエスメラルダ農園が、コー

ヒーの国際品評会に初めてゲイシャ種を出品し、６年連続で優

勝して、一躍、世界中で有名になりました。 

 ゲイシャの風味・特徴は、ジャスミン 

のような華やかな花の香り、柑橘系の 

フルーティなフレーバー、紅茶のよう 

な軽やかな口当たり、飲んだ時に、果 

実のような透明感のある酸味とほのか 

な甘味が、口の中で複雑に奥深く、長 

く広がるコーヒーです。 

 以前、私が自営業で珈琲の移動販売をしたのも、ゲイシャに

惹かれたことが大きな要因でした。そのパナマ・エスメラルダ

農園に連絡を取り、農園から直接生豆 

を仕入れていました。商社を介さず、 

航空便で輸入し、自家焙煎した後、 

軽井沢でコーヒー販売をしていました。 

軽井沢を訪れた世界各国からのお客さ 

んに、ゲイシャを飲んで頂き、とても 

喜んでもらえたことは、楽しい思い出のひとつです。 

 皆さんも、機会があれば、ぜひ「ゲイシャ」をお試しあれ。 

美味しい「ゲイシャ」にめぐり逢えれば、コーヒーの概念が 

変わる！？かもです。 

 今後は、利用者さんと一緒にコーヒーを焙煎したり、販売し

たり、いろいろな形でコーヒーの奥深さと楽しさを共有してい

きたいなぁと、考えている今日この頃です。 

 

地域連携推進会議について 居住系サービスで地域の関係者を含む外部の目を入れた 

「地域連携推進会議」の開催が令和７年度より義務付けられました。 

当法人で運営する「ともいきライフ月影」「ともいきライフ住吉」「上田明照会グループ 

ホーム」において開催した「地域連携推進会議」の会議議事録について、HPに公表します。 


